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公立種子島病院の指定管理に関する基本協定調印式公立種子島病院の指定管理に関する基本協定調印式

　

９
月
１
日
（
月
）、
公
立
種
子
島

病
院
に
お
い
て
、
医
療
法
人
徳
洲
会

と
の
間
で
、
公
立
種
子
島
病
院
の
指

定
管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
調
印
式

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
関
係
者
立
ち
合

い
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

が
、
協
定
書
に
署
名・調
印
を
行
い
、

協
定
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
公
立
種
子
島
病

院
組
合
（
小
園
裕
康
管
理
者
）
が

医
療
法
人
徳
洲
会
（
東
上
震
一
（
ひ

が
し
う
え 

し
ん
い
ち
）
理
事
長
）

と
の
間
で
、
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
た
指
定
管
理
を
令
和
７
年

10
月
１
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
、
公
立
種
子
島
病
院
指
定
管

理
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

　

調
印
後
の
挨
拶
で
東
上
震
一
徳

洲
会
理
事
長
は
、「
公
立
種
子
島
病

院
を
縮
小
す
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
医
療
を
守
る
た
め
に
徳
洲
会
に

運
営
を
委
託
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
非
常
に
名
誉
な
こ
と
。
精

一
杯
、
全
力
で
こ
の
地
域
の
医
療

を
縮
小
す
る
こ
と
な
く
、
発
展
さ

せ
て
い
く
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
立
種
子
島
病
院
に
は
、
８
月

１
日
か
ら
前
倒
し
で
藤
田
安
彦
（
ふ

じ
た
や
す
ひ
こ
）
院
長
に
着
任
い

た
だ
い
て
お
り
、
10
月
以
降
も
院

長
と
し
て
勤
務
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　

公
立
種
子
島
病
院
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
質
の
高
い
医
療
が
提
供
さ

れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
安
定
的
な
医
療
体
制
を
築
い
て

い
き
ま
す
。

東上震一理事長東上震一理事長
（医療法人　徳洲会）（医療法人　徳洲会）

調印後、記念撮影を行う小園裕康病院管理者（写真左）と東上震一徳洲会理事長（写真右）
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「H‐ⅡAロケット退役記念式典」を開催「H‐ⅡAロケット退役記念式典」を開催
　

８
月
23
日
（
土
）、
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
退
役
記
念
式
典
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
関
係
者
や
町
民
が
集
ま

り
、
長
年
に
わ
た
り
日
本
の
宇
宙
開

発
を
支
え
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
へ

の
感
謝
と
、
新
た
な
時
代
へ
の
期
待

を
共
有
す
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

式
典
は
「
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
感
謝
の
動
画

上
映
」
で
幕
を
開
け
、
続
い
て
小
園

裕
康
町
長
、
長
沼
公
明
三
菱
重
工
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
長
、
砂
坂
義
則
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り

主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
篭
原

剛
熊
毛
支
庁
長
、
松
里
保
廣
鹿
児
島

県
議
会
議
員
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
後
、「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

南

種
子
」 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
代
表
と
し
て
登
壇
し

た
、
往
年
の
ロ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
・
崎

田
善
昭
さ
ん
は
「
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
を
見
守
る
こ
と
が
、

日
々
の
生
き
が
い
だ
っ
た
」
と
語
り
、

多
く
の
共
感
と
拍
手
を
呼
び
ま
し

た
。

砂坂　義則砂坂　義則
JAXA 種子島宇宙センターJAXA 種子島宇宙センター所長所長

長沼　公明長沼　公明
三菱重工業 MILSET 長三菱重工業 MILSET 長絵画コンクール表彰式絵画コンクール表彰式

　五十嵐巖　五十嵐巖
三菱重工防衛・宇宙セグメント宇宙事業部長三菱重工防衛・宇宙セグメント宇宙事業部長

　

後
半
で
は
、
三
菱
重
工
防
衛
・
宇

宙
セ
グ
メ
ン
ト
宇
宙
事
業
部
長
の

五
十
嵐
巖
氏
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
理
事
の
岡

田
匡
史
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
の
町
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

次
世
代
ロ
ケ
ッ
ト
に
向
け
た
展
望
と

今
後
も
地
域
と
共
創
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

新
た
な
宇
宙
時
代
に
向
け
た
一
歩
を

踏
み
出
す
、
記
念
す
べ
き
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

岡田　匡史ＪＡＸＡ理事岡田　匡史ＪＡＸＡ理事

Ｈ ‐ ⅡＡロケットの思い出を話すＨ ‐ ⅡＡロケットの思い出を話す
崎田　崎田　善昭 さん善昭 さん
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行
政
報
告

公
立
種
子
島
病
院
の
経
過
状
況
に
つ

い
て

　

公
立
種
子
島
病
院
の
運
営
状
況
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
定
例
会
や
先
月
８
月
１
日
に
開
催

さ
れ
た
令
和
７
年
第
４
回
臨
時
会
の

行
政
報
告
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
申
し
上
げ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
後
の
経
過
状
況
に
つ
き
ま
し
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
の

各
医
局
よ
り
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
診
療
科
に
つ
い
て
で
す
が
、
７
月

22
日
鹿
児
島
大
学
医
学
部
関
係
医
局

を
訪
問
の
結
果
、
最
終
的
に
、
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
外
科
・
整
形
外
科

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
医
師
を

派
遣
す
る
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
消
化
器
内
科
に
つ
き
ま

し
て
は
、
医
局
側
の
都
合
に
よ
り
８

月
末
日
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し

た
が
、
代
替
え
措
置
と
し
て
今
後
は
、

福
岡
徳
洲
会
病
院
よ
り
専
門
医
を
派

遣
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
他
、
研
修
医
の
派
遣
な
ど
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
病
院

に
対
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
お
礼

と
、
今
後
は
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用

し
て
病
院
を
運
営
し
て
い
く
旨
の
ご

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
８
月

28
日
に
鹿
児
島
市
立
病
院
を
訪
問
し
、

坪
内
院
長
と
面
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
坪
内
病
院
長
に
は
ご
理
解

い
た
だ
き
、
今
後
も
で
き
る
こ
と
は
協

力
す
る
と
の
有
難
い
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

９
月
中
旬
に
は
大
阪
府
の
池
田
市
立

池
田
病
院
に
も
訪
問
し
、
引
き
続
き
の

協
力
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
向
け
た
現
在

の
進
捗
状
況
で
す
が
、
ま
ず
、
人
事
関

係
で
は
、
病
院
職
員
向
け
の
全
体
説
明

会
や
個
人
面
談
を
行
い
、
職
員
本
人
の

意
思
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、

引
き
続
き
10
月
以
降
も
徳
洲
会
の
職

員
と
し
て
病
院
で
勤
務
す
る
と
の
報

告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
に
関
す
る
基
本

協
定
に
つ
き
ま
し
て
も
両
者
間
で
の

最
終
調
整
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
８

月
18
日
に
病
院
組
合
議
会
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
御
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

先
日
９
月
１
日
に
公
立
種
子
島
病
院

に
お
い
て
、
医
療
法
人
徳
洲
会
の
東

上
震
一
理
事
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

公
立
種
子
島
病
院
の
指
定
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
調
印
式
を
行
い
、
協
定

書
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
公
立
種
子
島
病
院
は
、
10

月
１
日
以
降
、
医
療
法
人
徳
洲
会
に
よ

る
運
営
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

質
の
高
い
医
療
が
提
供
さ
れ
、
誰
も
が

安
心
し
て
受
診
で
き
る
安
定
的
な
医

療
体
制
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
種
子
島
南
部
地
域
に
お
け

る
安
定
し
た
医
療
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
産
早
期
水
稲
の
状
況
に
つ

い
て

　

今
年
の
作
付
状
況
は
、
自
家
食
用

を
含
む
栽
培
戸
数
が
３
２
６
戸
、
栽

培
面
積
が
２
６
３・
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
水
田
全
体
の
約
39
％
が
作
付
さ

れ
ま
し
た
。
植
え
付
け
は
昨
年
同
様
、

平
年
よ
り
少
し
早
い
３
月
上
旬
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
日
照
時
間
が
平
年
の

１
２
５
％
と
非
常
に
多
い
状
況
で
し

た
が
、
中
旬
に
は
強
風
の
日
が
頻
発

し
、
初
期
生
育
や
分
げ
つ
に
影
響
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
梅

雨
入
り
は
平
年
よ
り
２
週
間
ほ
ど
早

く
、
５
月
16
日
頃
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
影
響
で
５
月
の
降
水
量
は
平
年
の

１
９
５
％
と
多
く
、
日
照
時
間
が
不
足

し
ま
し
た
。
一
方
で
６
月
は
天
候
が

回
復
し
降
水
量
が
少
な
く
、
日
照
時

間
は
平
年
比
の
２
０
２
％
と
好
天
が

続
い
た
た
め
、
生
育
状
況
も
持
ち
直

し
ま
し
た
。
収
穫
は
平
年
並
み
の
７

令
和
７
年
第
３
回
　
町
議
会
定
例
会

　

令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
９
月
５
日
（
金
）
か
ら
12
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
７
月
９
日
以
降
、降
水
量
が
「
０
」

の
日
は
わ
ず
か
２
日
し
か
な
く
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
は
収
穫
作
業
に
非
常
に

苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
産
の
米
の
検
査
結
果
で
は
、
１

等
米
比
率
が
４
６・
２
％
と
昨
年
よ
り

若
干
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
等
級

が
下
が
っ
た
要
因
と
し
て
、
カ
メ
ム
シ

類
の
吸
汁
被
害
に
よ
る
斑
点
米
の
増

加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
生
産
量
は
昨
年
と
比
べ
て
10

㎏
以
上
単
収
が
増
加
し
て
お
り
、
価
格

面
で
は
全
国
的
な
情
勢
を
背
景
に
昨

年
度
を
上
回
る
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
案
件

南
種
子
町
関
係
人
口
創
出
・
デ
ジ
タ
ル

人
材
育
成
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
「「
宇
宙
に
一
番
近
い
島
か
ら
デ
ジ
タ

ル
人
材
」
種
子
島
宇
宙
学
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
で
整
備
し
た
施
設
な
ど
が

完
成
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
公
の
施

設
」
と
し
て
も
条
例
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
及
び
南
種
子
町
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
の
拡
充

と
し
て
、
人
事
院
規
則
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

宇
宙
の
ま
ち
奨
学
基
金
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
て
い
る
、

行
政
と
賛
同
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
地

元
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
「
宇
宙

の
ま
ち
奨
学
金
」
制
度
の
財
源
を
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
基
金
を
設
置
す
る
た
め
に
条
例
制

定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

　

物
価
高
騰
に
よ
る
運
営
経
費
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
河
内
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
金
を
見
直
す
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
組
織
法
の
規
定
に
基
づ
き
条

例
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
水
道
事
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

公
営
企
業
職
員
の
給
与
に
お
い
て
も

部
分
休
業
に
関
す
る
改
正
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
が
施
工
し
た
農
地
環
境

整
備
事
業
に
よ
る
圃
場
整
備
の
実
施

に
伴
い
、
字
の
区
域
の
変
更
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
災
第
20
号
椿
山
中
之
塩

屋
線 

道
路
災
害
復
旧
工
事
の
契
約
に

つ
い
て
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車

の
取
得
を
す
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
令
和
７
～
８
年
度
茎
南
小
校
舎
建
設
事

業
に
係
る
建
築
本
体
・
電
気
設
備
・
機
械

設
備
・
空
調
設
備
の
契
約
に
つ
い
て
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
２
億
７
２
８
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
78
億
４
０
０
１
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通「
の
る
ー
と
」
の
本
格
運
用
に
伴
う
負

担
金
や
中
学
校
特
別
教
室
へ
の
空
調
整

備
、
給
食
配
送
車
購
入
に
要
す
る
費
用

が
主
な
も
の
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

人
件
費
の
補
正
が
主
な
も
の

で
、
４
１
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、

７
億
８
０
０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

前
年
度
の
介
護
給
付
費
及
び
地
域

支
援
事
業
な
ど
の
確
定
に
伴
う
返
納

金
が
主
な
も
の
で
、
３
８
２
８
万
３
千

円
を
追
加
し
、
７
億
２
２
９
０
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

事
件
案
件

予
算
案
件
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令
和
７
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

人
件
費
の
補
正
が
主
な
も
の

で
、
３
２
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、

１
億
１
１
９
０
万
円
と
す
る
も
の

令
和
７
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
水
道
施
設
耐
震
化
事
業
及
び
生
活
基

盤
近
代
化
事
業
の
変
更
が
主
な
も
の

で
、
事
業
活
動
に
伴
う
収
益
的
支
出
を

１
３
２
万
６
千
円
増
額
し
、
ま
た
、
資

本
的
収
入
で
１
６
１
０
万
５
千
円
、
資

本
的
支
出
で
３
３
４
９
万
８
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、立
石
卓
也
氏（
上

中
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
６
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

人
事
案
件

〈立石 卓也 氏〉

　

南
種
子
町
議
会
で
は
、「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
と
す
る
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
本
会
議
の
様
子
を
録

画
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の
様
子

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
南
種
子
町

議
会
」
よ
り
視
聴
で
き
ま
す
。

議
会
の
録
画
配
信
に
つ
い
て

議
会
の
録
画
配
信
に
つ
い
て

YouTube
「南種子町議会」

　

南
種
子
町
は
、
令
和
８
年
度
に
町

政
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

70
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
記
念
事
業
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た

い
！
」、「
町
民
み
ん
な
で
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
み
た
い
！
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
無
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
大
歓
迎
！

　
例
え
ば
、「
70
周
年
に
ち
な
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
」、「
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
！
」

な
ど
、
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
一
人
が
主
役
と
な
っ
て
、

70
周
年
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
も
南
種

子
町
を
さ
ら
に
明
る
く
、
夢
と
希
望

に
満
ち
た
町
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
期
間

　
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
資
格

　

南
種
子
町
在
住
者
ま
た
は
南
種
子

町
に
縁
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

■
記
入
内
容

　
氏
名
、連
絡
先
（
住
所・電
話
番
号
）、

ア
イ
デ
ア
（
事
業
）
の
名
称
・
詳
細

■
応
募
方
法

　

メ
ー
ル
ま
た
は
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
・
郵
便
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
役
場
企
画
課
及
び

各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。（
任
意
の
様
式
で
も
可
）

※
ア
イ
デ
ア
の
一
部
を
採
用
し
た
り
、

ア
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

〒
８
９
１  

ーー  

３
７
９
２

３
７
９
２

    

南
種
子
町
中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

南
種
子
町
中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

    

役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係  

    

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

■E-m
ail

kaihatsu1@
tw

on.m
inam

itane.
kaihatsu1@

tw
on.m

inam
itane.

lg.jp
lg.jp■

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.
http://w

w
w

.tow
n.m

inam
itane.

kagoshim
a.jp/

kagoshim
a.jp/

町
政
施
行
70
周
年
記
念
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
！

決
算
案
件
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行政トピックス
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
で

は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
加
入
者
の
ご
都
合
が
よ
い
時
に

参
加
で
き
ま
す
。

　
興
味
、
関
心
や
競
技
レ
ベ
ル
を
問

わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
体
を
動
か

し
、
健
康
な
身
体
作
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

　
10
月
以
降
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
下
記
会
員
区
分
の
年
会
費
が
半

額
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
事
務
局

（
役
場
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
楽
し
い
テ
ニ
ス
教
室

①
毎
週
月
（
初
級
者
向
け
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時
半

　

毎
週
水　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

　

毎
週
火
・
木
（
中
学
生
対
象
）

　
　
　
　
　

午
後
４
時
半
～
６
時

　

毎
週
火
・
木

　
　
　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時
半

　

毎
週
土
（
中
学
生
対
象
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
半
～
10
時
半

　

毎
週
土　

午
後
２
時
～
５
時

②
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

③
中
学
生
以
上　

④
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

①
毎
週
火
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
～
10
時

　

毎
週
金
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
～
10
時

②
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

※
10
月
６
日
（
火
）
以
降
は
、
南

　
　

種
子
中
学
校
体
育
館
で
実
施

③
小
学
生
以
上　

④
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

①
毎
週
水　

　
（
高
校
生
以
上
）
午
後
８
時
～
10
時

　

毎
週
日
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

②
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

※
10
月
６
日
（
火
）
以
降
は
、
南
種

　

子
中
学
校
体
育
館
で
実
施

③
小
学
生
以
上

④
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

●
南
種
子
相
撲
教
室

①
毎
週
月　

　
　
　

午
後
５
時
半
～
７
時
半

②
町
営
相
撲
場　

③
小
学
生
以
上

④
特
に
な
し

◆
各
教
室
の
案
内

①
活
動
日
・
時
間　

②
場
所　

③
対
象
者　

④
準
備
す
る
も
の

◆
会
員
区
分

会
員
の
種
類

要　

件

10
月
以
降

会
費

年
会
費

小
学
生
以
上

18
歳
以
下

小
学
生
未
満
は
対
象
外
。

18
歳
は
学
生
に
限
る
。

１
０
０
０
円

２
０
０
０
円

大　
　

人

16
歳
以
上
（
学
生
除
く
）

69
歳
以
下
。

１
５
０
０
円

３
０
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー

親
子

（
同
居
別
居
は
問
わ
な
い
）
３
０
０
０
円

６
０
０
０
円

夫　
　

婦

―

２
５
０
０
円

５
０
０
０
円

70
歳
以
上

―

　

５
０
０
円

１
０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

①
毎
週
金

　
（
小
・
中
学
生
）
午
後
５
時
半
～
７
時

　
（
高
校
生
以
上
）
午
後
７
時
～
８
時
半

②
南
種
子
中
学
校
体
育
館

③
小
学
生
以
上　

④
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

10
月
以
降
追
加
募
集

●
ラ
グ
ビ
ー
・
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

①
毎
週
日　

午
後
（
２
時
間
半
）

　
　

最
後
の
30
分
間
は
大
人
・
経
験
者
向
け

　

※
指
導
者
都
合
で
変
更
あ
り

　

※
詳
細
時
間
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
　

で
確
認
く
だ
さ
い

②
前
之
峯
陸
上
競
技
場

③
小
学
生
以
上　

④
飲
み
物
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Town Topics
　
町
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、
定
期
接

種
（
高
齢
者
）
の
対
象
と
な
る
方
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対

象
者
へ
は
予
診
票
な
ど
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
ご
と
に
接
種
開
始

時
期
・
接
種
料
金
・
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

が
異
な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
以
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
は
自
己
負
担
額
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
助
成
額
は
役
場
が
医

療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

区分 新型コロナ インフルエンザ

助成期間 令和７年 10 月 1 日～
令和８年３月３１日

令和７年 10 月 1 日～
令和８年１月３１日

接種料金（予定） 15,600 円（１回） 3,500 円（１回）
助成上限額 13,300 円（1 回限り） 2,000 円（1 回限り）

自己負担額（予定） 2,300 円（1 回） 1,500 円（1 回）

対象者

南種子町に住民票を有し、①接種日に満６５歳以上の方、②接種日
に満６０歳～６５歳未満の方で、心臓・腎臓または呼吸器の機能に
自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する
者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとん
ど不可能な程度の障害を有する方

　
町
で
は
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
任
意
接
種
に
よ
る

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　
町
が
定
め
る
接
種
期
間
内
の
接
種
日

に
お
い
て
南
種
子
町
に
住
所
を
有
し
、

生
後
６
ヵ
月
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
者

　
対
象
者
へ
、助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　
令
和
７
年
10
月
１
日
～

　
令
和
８
年
１
月
31
日

◆
助
成
額

　
接
種
１
回
に
つ
き
千
円

　
・
12
歳
ま
で　
２
回

　
・
13
歳
以
上　
１
回　

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
、
助
成
券
と
の
差
額
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
助
成
回
数
は
、
１
回
目
の
接
種
を
受

け
た
時
の
年
齢
を
基
準
と
し
ま
す
。

◆
助
成
券
が
利
用
で
き
る
医
療
機
関

・
公
立
種
子
島
病
院

・
と
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
田
上
診
療
所

・
中
種
子
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
高
岡
医
院

・
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

・
百
合
砂
診
療
所

◆
そ
の
他

　
右
記
以
外
の
医
療
機
関
に
て
接
種
し

た
際
は
、
役
場
く
ら
し
保
健
課
健
康
増

進
係
で
助
成
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

【助　成　内　容】

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
!!
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消
防
団
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
域
の
「
消
防
団
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
就
き
、

火
災
や
風
水
害
と
い
っ
た
有
事
の
際

に
町
分
遣
所
と
協
力
し
て
、
消
火
・

予
防
活
動
を
す
る
「
消
防
団
」
は
、

地
域
防
災
力
の
要
で
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
団

員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
入
団
資
格
】

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
年
齢
18
歳

以
上
、
南
種
子
町
に
居
住
し
、
ま
た

は
勤
務
す
る
者

【
入
団
方
法
】

　

各
地
区
消
防
団
に
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
総
務
課
消
防
交
通
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
総
務
課　
消
防
交
通
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
６
）

　

南
種
子
町
で
は
、
専
用
住
宅
の
ト

イ
レ
の
汲
み
取
り
・
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
は
単
独
浄
化
槽
や
汲

み
取
り
と
異
な
り
、
生
活
排
水
全
体

を
浄
化
し
て
放
流
す
る
の
で
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
設
置
す
る
人
槽
に
応
じ
て

次
の
と
お
り
合
併
浄
化
槽
の
設
置
費

用
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
浄
化
槽
人
槽
ご
と
の
補
助
額

処
理
対
象
人
員

補
助
額

（
単
独
・
汲
み
取
り
）

補
助
額

（
新
築
・
新
設
）

５
人
槽

33
万
２
千
円
24
万
９
千
円

６
～
７
人
槽
41
万
４
千
円
31
万
１
千
円

８
～
10
人
槽
54
万
８
千
円
41
万
１
千
円

　

ま
た
、
単
独
浄
化
槽
を
撤
去
し
合

併
浄
化
槽
に
替
え
る
場
合
、
撤
去
費

用
と
し
て
９
万
円
、
宅
内
配
管
費
用

と
し
て
20
万
円
を
上
限
に
上
乗
せ
補

助
を
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
定
検
査
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
後
、
浄
化
槽

管
理
者
は
浄
化
槽
の
使
用
に
あ
た
り
、

①
保
守
点
検
、
②
清
掃
、
③
法
定
検

査
の
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
③
法
定
検
査
と
は
、

使
用
者
が
適
正
に
使
用
し
て
い
る
か
、

点
検
と
清
掃
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
か
を
定
期
検
査
す
る
も
の
で
、

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る

「（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
」

が
検
査
を
行
い
ま
す
。
業
者
が
行
う

保
守
点
検
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
必

ず
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
法
定
検
査
手
数
料
等

基
本
検
査
【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
：
５
千
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
：
４
千
円

　

検
査
頻
度
：
４
年
に
１
回

採
水
員
検
査

　

合
併
・
単
独
処
理
浄
化
槽
：
３
千
円

　

検
査
頻
度
：
４
年
に
３
回

◆
問
い
合
わ
せ
先

・（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

  

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
９
０
０
０

・
役
場
く
ら
し
保
健
課　
環
境
衛
生
係

  

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
」
の
日
で
す

　
中
種
子
特
別
支
援
学
校
で
は
、「
地

域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県

民
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
保
護
者
や

地
域
及
び
関
係
機
関
な
ど
の
方
々
が

自
由
に
学
校
の
様
子
を
参
観
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
自
由
参
観
週
間

を
設
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
校
く

だ
さ
い
。

■
日　
時

　
11
月
４
日
（
火
）
～
７
日
（
金
）　

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
20
分

■
場　
所

　
中
種
子
特
別
支
援
学
校

■
駐
車
場

　

不
明
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

    

児
童
生
徒
及
び
校
内
の
作
品
な
ど

の
写
真
撮
影
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

    

事
務
室
前
の
受
付
で
配
布
す
る

ネ
ー
ム
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

中
種
子
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
教
頭　
岡
田

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉗
２
８
１
８

中
種
子
特
別
支
援
学
校

よ
り
お
知
ら
せ



　ふるさと応援寄附を通じて、全国の皆さまから南種子町を応援していただいております。
　全国の皆さまからいただいた寄附金は、本町の魅力あるまちづくりの財源として有効に活用させ
ていただきます。

南種子町ふるさと応援寄附金実績報告について

■令和６年度  ふるさと応援寄附金受入状況
選べる寄附金の使途 件　数 寄　附　額
観光交流事業 712 件　 15,843,000 円　
教育・文化に関する事業 591 件　 12,529,000 円　
福祉に関する事業 296 件　 5,409,000 円　
地域社会の実現に向けた街づくりに関する事業 1,030 件　 21,526,000 円　

【クラウドファンディング】
祝 H3 ロケット打ち上げ成功！
大花火を夜空に咲かせ活気あふれる町へ！！

22 件　 874,000 円　

【クラウドファンディング】
宇 宙 × 自 然 × ア ー ト の 融 合【SPACE・ART・
TANEGASHIMA 種子島宇宙芸術祭】を通して「宇
宙のまち」を発信したい！

80 件　 1,157,730 円　

合計 2,731 件　 57,338,730 円　

■過去の実績
年　度 件　数 金　額

令和２年度 7,166 件　 97,743,313 円　
令和３年度 9,130 件　 113,307,510 円　
令和４年度 5,148 件　 83,935,000 円　
令和 5 年度 3,377 件　 49,694,000 円　

■インターネットからも申し込みできます！
　南種子町のふるさと納税はインターネットからでも申込できます。（クレジットカードでの決済
ができます。）ぜひ、町外にお住いのご家族・知人・友人に、南種子町のふるさと納税をご紹介く
ださい。寄附をいただいた方には、お礼の品として町の特産品などを進呈します。
※南種子町に在住の方からの寄附については、特産品などの進呈はできません。
インターネットからの申し込みは、次のふるさと納税ポータルサイトから、寄附ができます。
・ふるさとチョイス　・楽天ふるさと納税　・ふるなび　・さとふる
・JAL ふるさと納税　・d ショッピングふるさと納税百選　・Amazon ふるさと納税

■令和６年度  ふるさと応援寄附金の募集に要した費用
区　分 金　額 寄附金額に占める割合

返礼品の調達に係る費用 11,236,281 円　 19.6％　
返礼品の送付に係る費用 4,044,087 円　 7.0％　
広報に係る費用 1,813,998 円　 3.2％　
決済に係る費用 717,584 円　 1.3％　
事務に係る費用（サイト手数料等） 10,669,504 円　 18.6％　
その他 160,007 円　 0.3％　
合計 28,641,461 円　 50.0％　
　詳しくは「総務省 ふるさと納税ポータルサイト」に実績が公表されておりますのでご確認ください。
　（総務省ふるさと納税ポータルサイト→関連資料→ふるさと納税に関する現況調査など）

広報みなみたね　2025 年 10 月号　10
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◆ふるさと納税返礼品提供事業者募集◆
　町では、ふるさと納税（寄附金）制度により南種子町へ寄附をしていただいた町外にお住まいの
寄附者に対し、お礼の意味を込めて商品やサービスを進呈することにより、本町の魅力発信、地元
特産品の PR、販路拡大による地域経済の活性化を図るため、寄附者への返礼品提供にご協力いた
だける事業者を募集します。
◆返礼品の主な要件
・南種子町の PR につながる商品で原則、町内で生産、製造されているものであること。
・品質及び数量の面において、安定供給が見込めるものであること。
　（ただし、期間限定、数量限定で提供することも可能です。）
※その他にも提供できる返礼品の要件（地場産品基準）がございます。詳しくはお問い合わせください。
◆応募要件
・商品の梱包、発送など責任をもって対応が可能である事業者
・返礼品の受発注などのため、パソコン（インターネット及びメール）がある事業者。
　※パソコンについては、なくても実施可能ですが、あった方が便利です。
◆募集期間
　随時募集しています。
◆返礼品事業者のメリット
　ポータルサイトに、返礼品の画像や事業者名などが掲載されますので、商品の新規販路の開拓・
販売拡大の機会となります。
◆問い合わせ先◆　役場企画課観光まちづくり係　☎２６－１１１１（内線１７３・１７４）

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
や
明
日
の
豊

か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
は
、
土
地
の

有
効
利
用
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
土

地
の
有
効
利
用
の
実
現
に
は
、
土
地

施
策
へ
の
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
で
は
、

毎
年
10
月
を
「
土
地
月
間
」、
10
月
１

日
を
「
土
地
の
日
」
と
定
め
、
土
地

に
関
す
る
基
本
理
念
の
普
及
・
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き

る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た

め
に
、
皆
様
も
土
地
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
規
模
な
土
地
取
引
は

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す

届
出
が
必
要
で
す

　

乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を

防
止
す
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上
の

大
規
模
な
土
地
取
引
の
契
約
を
し
た

と
き
は
、
権
利
取
得
者
は
２
週
間
以

内
に
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
役
場
企
画

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
南
種
子
町
に
お
け
る
面
積
要
件

●
都
市
計
画
区
域

（
島
間
地
区
、
平
山
地
区
を
除
く
）

・
５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

（
島
間
地
区
、
平
山
地
区
）

・
１
０
０
０
０
㎡
以
上

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

毎
年
10
月
は
土
地
月
間
で
す
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８
月
26
日
（
火
）
町
畜
産
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
町
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
８
頭
の
出
品
で
、
最
優
秀
賞

に
５
頭
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

西
園
裕
之
さ
ん
（
島
間
）
の
名
号
「
あ

き
こ
５
号
（
第
２
部
１
席
）」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
５
頭

は
、
９
月
４
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た

熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
畜
産
共
進
会
開
催

　

８
月
21
日
（
木
）、
茎
永
地
区
公
民

館
で
赤
米
子
ど
も
交
流
が
行
わ
れ
、

赤
米
文
化
を
共
有
す
る
岡
山
県
総
社

市
新
本
小
学
校
と
長
崎
県
対
馬
市
豆

酘
小
学
校
、
茎
南
小
学
校
の
児
童
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
地
域
紹
介
や
宝
満
神

社
赤
米
お
田
植
え
祭
り
保
存
会
に
よ

る
赤
米
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
体
験
な

ど
を
行
い
、
最
後
は
「
ヒ
カ
リ
ノ
ミ
」

を
全
児
童
で
合
唱
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
今
回
の
交
流
を
通
じ
て
、

子
ど
も
達
が
赤
米
文
化
を
次
の
世
代

へ
と
伝
え
、
つ
な
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

「
赤
米
子
ど
も
交
流
２
０
２
５
ｉ
ｎ
南
種
子
」
開
催

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

各部 1 席の出品牛を前に関係者での集合写真各部 1 席の出品牛を前に関係者での集合写真

グランドチャンピオン「あきこ５号」グランドチャンピオン「あきこ５号」
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行政トピックス

色別対抗リレー色別対抗リレー

第第
3232
回
南
種
子
中
学
校
体
育
祭

回
南
種
子
中
学
校
体
育
祭

　

９
月
14
日
（
日
）、
南
種
子
中
学
校

体
育
祭
が
「
桜
花
爛
漫
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
晴
れ
間
が
広
が
る
良
い
天
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ま
な
ど
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、

競
技
や
応
援
団
な
ど
、
生
徒
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
取
り
組
む
姿

に
、
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
赤
組
が
競
技
の

部
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

全校種目「チャレンジかごしま」全校種目「チャレンジかごしま」

応援の部で優勝した青組応援の部で優勝した青組

　

９
月
20
日
（
土
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
の
２
日
間
、
鹿
児
島
市
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
第
77
回
県
民
ス
ポ

―
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
競
技
に
７
人
、
テ
ニ
ス
競
技
に

５
人
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
３
人
、

陸
上
競
技
に
２
人
、
ゴ
ル
フ
競
技
に

２
人
の
選
手
が
、
熊
毛
地
区
代
表
と

し
て
参
加
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。9/4（木）　県民スポーツ大会熊毛地区大会優勝者へ報奨金を支

給するとともに、県民スポーツ大会への参加者を激励しました。

足並み揃えて（Last Stage）足並み揃えて（Last Stage）

第第
4141
回
鹿
児
島
県
少
年
柔
道
学
年
別
錬

回
鹿
児
島
県
少
年
柔
道
学
年
別
錬

成
大
会
・
第

成
大
会
・
第
3434
回
文
部
科
学
大
臣
杯
争

回
文
部
科
学
大
臣
杯
争

奪
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
選
考
会

奪
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
選
考
会

　

８
月
31
日
（
日
）
に
、
鹿
児
島
市

の
西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
武
道
場
に
て
、

第
41
回
鹿
児
島
県
少
年
柔
道
学
年
別

錬
成
大
会
（
各
学
年
男
女
別
の
個
人

戦
・
４
年
生
以
上
）・
第
34
回
文
部
科

学
大
臣
杯
争
奪
日
整
全
国
少
年
柔
道

大
会
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら

南
種
子
柔
道
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
、
各
選

手
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
６
年
生

女
子
の
部
で
は
、
山
田
真
花
さ
ん
（
長

谷
小
）
が
積
極
的
な
攻
め
の
柔
道
で
勝

ち
上
が
り
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
南
種
子
柔
道
ク
ラ
ブ
の
更
な
る

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

小
学
６
年
生
女
子

　
　
　
　

２
位　

山
田　

真
花

第第
7777
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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InformationInformation
　

種
子
島
調
停
協
会
で
は
、

民
事
（
借
金
返
済
、
土
地
境

界
な
ど
）
や
家
事
（
相
続
、

離
婚
な
ど
）
に
関
す
る
１
日

相
談
会
（
費
用
は
無
料
）
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

　
10
月
22
日
（
水
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
午
後
３
時
00
分

◆
場
所

　
南
種
子
町
研
修
セ
ン
タ
ー

　
１
階
東
会
議
室

◆
そ
の
他

　
予
約
は
不
要
で
、
当
日　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
主
催
：
種
子
島
調
停
会

後
援
：
種
子
島
簡
易
裁
判
所

☎
㉒
０
１
５
９

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
、
全
国

で
２
種
類
同
時
発
売
中
で

す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
は
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
か
ら
も

ネ
ッ
ト
購
入
で
き
ま
す
。

◆
販
売
期
間

　
９
月
19
日
（
金
）
か
ら

　
10
月
19
日
（
日
）
ま
で

◆
販
売
価
格

　
各
１
枚
３
０
０
円

◆
当
せ
ん
金

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

・
１
等　
３
億
円
×
12
本

・
前
後
賞
各

　
　
　

  

１
億
円
×
24
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

　
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

・
１
等　
３
千
万
円
×
50
本

・
前
後
賞
各　

　
　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

　
１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ

　
ト
の
場
合

◆
抽
せ
ん
日

　
10
月
28
日
（
火
）

◎
問
＝
（
公
財
）
鹿
児
島
県

市
町
村
振
興
協
会
☎
０
９
９

（
２
０
６
）
１
０
０
１

 

「
骨
髄
」
と
は
骨
の
内
部
に

あ
る
、
血
液
を
作
る
組
織
で

す
。
白
血
病
や
再
生
不
良
性 

貧
血
な
ど
の
難
病
の
患
者
さ

ん
に
対
し
、
健
康
な
人
（
ド

ナ
ー
）の
骨
髄
液
を
採
取
し
、

投
与
（
移
植
）
す
る
こ
と
で

治
療
を
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
骨
髄
に
は

血
液
型
と
同
じ
よ
う
に
型
が

あ
り
、
同
じ
型
で
な
い
と
移

植
は
で
き
ま
せ
ん
。
型
が
一

致
す
る
確
率
は
非
血
縁
者
で

は
数
百
か
ら
数
万
分
の
１
と

と
て
も
低
い
た
め
、
多
く
の

人
に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
ド
ナ
ー
登
録
対
象
者　

・
年
齢　
18
～
54
歳

・
体
重   

男
性
45
㎏
以
上

　
　
　

  

女
性
40
㎏
以
上

・
健
康
状
態
が
良
好
な
方

◆
ド
ナ
ー
登
録
の
な
が
れ

　

保
健
所
に
て
ド
ナ
ー
登
録

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
、
理
解
・
同
意
し
て
い
た

だ
け
た
ら
登
録
申
込
書
に
記

入
し
、
採
血
（
約
２
㎖
）
を

行
い
ま
す
。（
約
15
分
程
度
）

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
後

で
も
、
日
程
調
整
の
段
階
で

は
提
供
意
思
の
確
認
が
行
わ

れ
、
撤
回
も
可
能
で
す
。

※
ド
ナ
ー
登
録
は
無
料
で
す
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所
衛
生
・

環
境
係
☎
㉒
０
０
３
２

 　

18
歳
以
上
の
者
を
対
象

に
、
鹿
児
島
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

10
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
役

場
福
祉
事
務
所
福
祉
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
実
施
日

11
月
26
日
（
水
）
～

　
　
　
　
11
月
28
日
（
金
）

◆
実
施
場
所

西
之
表
市
・
中
種
子
町
・
南

種
子
町

◆
相
談
内
容

【
療
育
手
帳
】

　
療
育
手
帳
の
取
得
に
係
る

判
定
相
談
。

【
職
業
】

　
就
職
相
談
及
び
職
業
安
定

所
な
ど
へ
の
照
会
に
関
す
る

こ
と
。

民
事
・
家
事
の
お
悩
み

民
事
・
家
事
の
お
悩
み

に
１
日
相
談
会

に
１
日
相
談
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
な
ど
が
発
売
中

宝
く
じ
な
ど
が
発
売
中

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー

登
録
の
お
願
い

登
録
の
お
願
い

鹿
児
島
知
的
障
害
者
更

鹿
児
島
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所
巡
回
相
談
の

生
相
談
所
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

実
施
に
つ
い
て
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情報ひろば
【
そ
の
他
】

　
療
育
手
帳
に
関
す
る
福
祉

的
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

　
日
程
に
つ
い
て
は
、
３
日

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

天
候
や
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
が
多

い
場
合
に
は
、
人
数
調
整
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
福
祉
事
務
所
福

祉
年
金
係
☎
㉒
１
１
１
１

（
内
線
１
８
４
）

　
県
内
の
農
業
者
が
購
入
し

た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
を

対
象
に
、
価
格
高
騰
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

・
補
助
率
：「
諸
材
料
費
」

の
７
％
（
上
限
３
万
円
）

・
支
援
対
象
者
：
①
農
業
者

（
青
色
申
告
者
）　
②
法
人

③
令
和
７
年
１
月
１
日
以
降

に
営
農
開
始
し
た
認
定
新
規

就
農
者

・
補
助
対
象
経
費
：
令
和
６

年
青
色
申
告
決
算
書
ま
た

は
、
直
近
の
決
算
書
類
に
お

け
る
「
諸
材
料
費
」。
認
定

新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、

申
請
日
ま
で
に
購
入
し
た
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
資
材
費

◆
申
請
期
間

・
令
和
７
年
11
月
10
日
（
月
）

ま
で

◆
申
請
方
法

・
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（「
被
覆
資
材
価
格
高
騰
対
策

緊
急
支
援
事
業
」
で
検
索
）

◎
問
＝
鹿
児
島
県
被
覆
資
材

価
格
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事

業
事
務
局
☎
０
９
９（
２
０
１
）

４
８
１
１

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
土
日
祝
を
除
く
）

　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が

ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
広
め
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
重
要
性
を
伝
え
る
活

動
の
世
界
規
模
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。　

鹿
児
島
県
で
は
、
毎
年
10
月

を
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

月
間
と
定
め
、
関
係
団
体
と

協
力
し
て
、
集
中
的
な
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
一
生
の
う
ち

に
女
性
の
９
人
に
１
人
が
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
約
９
割
が
治
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
乳
房
の
変
化
に

気
を
つ
け
、
変
化
に
気
付
い

た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
40
歳

以
上
の
女
性
の
方
は
、
２
年

に
１
回
乳
が
ん
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」で
検
索)

◎
問
＝
鹿
児
島
県
健
康
増

進
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
７
２
１

◆
健
全
な
種
い
も
の
確
保

　
病
気
の
発
生
が
無
い
「
種

い
も
専
用
ほ
場
」
か
ら
健
全

な
種
い
も
を
採
取
し
ま
し
ょ

う
。
種
い
も
の
貯
蔵
中
の
腐

敗
を
防
止
す
る
た
め
、
貯
蔵

前
に
水
洗
・
選
別
を
行
い
、

な
り
首
と
尾
部
を
切
除
後
、

種
い
も
を
消
毒(

蒸
熱
消
毒

又
は
薬
剤
消
毒)

し
て
、
風

乾
後
に
貯
蔵
し
ま
し
ょ
う
。

◆
収
穫
後
の
早
期
耕
う
ん

　
基
腐
病
に
か
か
っ
た
つ
る

や
い
も
が
ほ
場
に
残
れ
ば
、

そ
れ
が
翌
年
の
発
生
源
に
な

り
ま
す
。
可
能
な
限
り
残
さ

を
ほ
場
外
に
持
ち
出
し
、
地

温
が
20
度
以
上
確
保
で
き
る

時
期
に
、
残
さ
が
十
分
に
水

分
を
含
ん
で
い
る
収
穫
直
後

に
複
数
回
耕
う
ん
し
て
残
さ

の
分
解
を
促
進
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
農
産
園

芸
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
２
０
２

被
覆
資
材
価
格
高
騰
対

被
覆
資
材
価
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つ

策
緊
急
支
援
事
業
に
つ
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て
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て

1010
月
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鹿
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島
県
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ン

月
は
鹿
児
島
県
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
月
間
で
す
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リ
ボ
ン
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間
で
す

令
和
８
年
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に
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け
た

令
和
８
年
産
に
向
け
た

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

策策

令
和
７
年
度　

南
種
子
町

　
　
ふ
る
さ
と
祭

◆
開
催
日

○
11
月
２
日
（
日
）

　

展
示
・
舞
台
発
表

○
11
月
３
日
（
月
）

　

式
典
・
郷
土
芸
能
・

　

農
林
水
産
物
即
売

　

な
ど



宇宙のまち話題

　このたび、中畠至氏（平山）が「全国市町村
教育委員会連合会表彰」を受賞され、８月 20 日

（水）役場研修センターにおいて、表彰伝達式が
行われました。
　中畠氏は、平成 29 年１月から令和６年 12 月
まで２期８年の長きにわたり本町教育委員を務
め、令和４年 12 月から教育長職務代理者として
教育振興にご尽力いただき、これまでの教育行政
に関する功績が認められました。受賞おめでとう
ございます。

中畠至氏全国市町村教育委員会連合会表彰中畠至氏全国市町村教育委員会連合会表彰

　　8 月 18 日（月）～ 22 日（金）の５日間、沖縄県宮古島市において、第 16 回全国離島交流中

学生野球大会（離島甲子園）が開催され、本町から南種子中学校野球部が出場しました。南種子

中学校野球部は第２回戦から登場、五島バラモン（長崎県）戦では打撃戦を制し 11 －８で勝利

し、準々決勝へと駒を進めました。

　準々決勝では石垣島ぱいくるーず（沖縄県）と対戦、善戦しましたが健闘及ばず、４－２で敗

退しました。

　この大会は 2008 年から開催されており、離島という地理的環境から、島外との交流機会の少な

い全国の離島中学生が一堂に会し、野球を通じて交流を深めました。

離島甲子園出場離島甲子園出場

８月 17 日（日）島間自然の家において、島
間夏祭りが開催されました。約 30 年前に行
われていた島間夏祭りを復活させようと、島
間夏祭り実行委員会が中心となり開催された
ものです。
　ステージでは、ダンスや太鼓の演奏、カラ
オケのど自慢などが行われ、ステージの後は
お楽しみ抽選会や打ち上げ花火があがるな
ど、会場は大いに盛り上がりました。

島間夏祭り開催島間夏祭り開催
お楽しみ抽選会の様子お楽しみ抽選会の様子
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Photo News
Photo News

　株式会社コスモテック（代表取締役社長 古家
哲也氏）より、設立 50 周年に伴い町との協力関
係の更なる強化や地元貢献の観点から、「宇宙の
まちみなみたね推進事業活動支援金」として 9 月
にご寄附を賜りました。
　今後、ご寄附を活用し宇宙のまちづくり推進に
向けた取り組みを行い、実施結果は町広報誌にて
改めてご紹介させていただきます。
このたびは、誠にありがとうございます。( 写真
は、4 月の目録贈呈の写真 )

宇宙のまちづくりに対しご寄附宇宙のまちづくりに対しご寄附

〈写真右　株式会社コスモテック〈写真右　株式会社コスモテック
　　　　  南日本事業部長　岩坪 順 氏〉　　　　  南日本事業部長　岩坪 順 氏〉

　令和７年全国地域安全運動（期間：令和７
年 10 月 11 日（ 土 ） か ら 10 月 20 日（ 月 ））
及び年間を通じて行われる暴力追放運動に
向けて、運動期間中に使用する「モデルポス
ター」・「モデル標語」・「青パト活動写真」の
募集があり、鹿児島県の青パト活動写真の部
に応募した長谷小学校が「金賞」、島間小学校
が「銅賞」に入選されました。
　９月１日（月）の始業式に合わせ、長谷小
学校と島間小学校それぞれの学校において、
種子島警察署長と種子島地区防犯協会による
表彰伝達式が執り行われ、長谷小学校の名越
かおり校長先生と島間小学校の川﨑俊一郎校
長先生へ賞状と副賞が授与されました。受賞
おめでとうございます。
※入選作品は、種子島地区防犯協会が定期的
に小学校を訪問し実施している下校時見守り
活動の様子を撮影したものです。

青パト活動写真部門で長谷小・島間青パト活動写真部門で長谷小・島間
小が受賞小が受賞

〈銅賞を受賞した島間小学校〉〈銅賞を受賞した島間小学校〉

〈金賞を受賞した長谷小学校〉〈金賞を受賞した長谷小学校〉

９月６日（土）、種子島中央高校体育祭が開
催されました。
　天候にも恵まれ、保護者や地域の方々な
どが応援に駆け付け、頑張る生徒の姿に大
きな声援が送られました。リレーや団体種
目など白熱した戦いが繰り広げられ、生徒
たちの若い力が随所に見られる力強い体育
祭でした。

第 18 回種子島中央高校体育祭第 18 回種子島中央高校体育祭
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宇宙のまち話題

　9 月 12 日（金）～ 15 日（月）の 4 日間、南種子町自然の家、種子島宇宙センターにおいて、宇宙サイエンス
キャンプが開催されました。
　全国の小・中学生 15 人が参加したこのキャンプでは、大学生や研究者と同じ教材とカリキュラムで、本物の
サイエンスを学ぶ内容となっており、スマートフォンを使った運動解析や自走型ロボット作り、ロボットアーム
操作やプレゼンテーションなどについて学びました。最終日には、プレゼンテーションでの上位３人が、小脇隆
則副町長や提千秋種子島宇宙センター次長らを前にプレゼンテーションを行い、４日間での学びを発表しまし
た。

〈プレゼンテーション結果〉
南種子町長賞：岩見  政宗さん（南種子町）　 JAXA 賞：榎本  泰良さん（福岡県）
e-kagaku 賞：下野  那月さん（鹿児島県）　　特別賞：青山  瑛理さん（静岡県）、小泉　こころさん（福島県）

宇宙サイエンスキャンプ開催宇宙サイエンスキャンプ開催

南種子町長賞南種子町長賞

　毎年 9 月は「発達障害福祉月間」です。9 月
11 日（木）南種子町手をつなぐ育成会が主催
する「発達障害福祉月間に伴うキャラバン広
報」が開催されました。手をつなぐ育成会や民
生委員・児童委員、障害者支援センターこすも
の職員と利用者の方々、熊毛支庁の職員など約
28 人の方々が参加し、上中校区を歩いて、ビ
ラを配り、他の校区では広報車による広報活動
を行いました。町民の方々へ障害を持った方々
に対する理解が深まることを願っております。

発達障害福祉月間に伴うキャラバン広報発達障害福祉月間に伴うキャラバン広報

　

　９月 17 日（水）から 19 日（金）の３日間、白
波スタジアムにて、第 69 回鹿児島県高等学校新
人陸上競技大会が開催され、男子ハンマー投げ
に、種子島中央高等学校２年生の鮫島優磨さんが
出場し、見事優勝しました。
　これにより、10 月 10 日（金）から 12 日（日）
に沖縄県で開催される全九州高等学校新人陸上競
技大会への出場権を手にしました。
　九州大会でのご活躍を期待します。

第 69 回鹿児島県高等学校新人陸上競技大会第 69 回鹿児島県高等学校新人陸上競技大会

写真中央　鮫島　優磨さん写真中央　鮫島　優磨さん

e-kagaku 賞e-kagaku 賞 特別賞特別賞

JAXA 賞JAXA 賞
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鹿
児
島
県
で
は
、
毎
年
11
月
１
日

～
７
日
の
期
間
を
「
地
域
が
育
む

『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
多
く
の
県
民
が
学

校
の
行
事
に
参
加
し
て
、
学
校
や
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
「
か
ご
し
ま

の
教
育
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
保
護
者
に
限
ら
ず
地
域
の
方
々
も

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
を
参
観
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
輝

く
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の

教
育
」
県
民
週
間

教
育
」
県
民
週
間

実
施
実
施
予
定
行
事

予
定
行
事

●
平
山
小
学
校
（
☎
㉖
７
０
０
１
）

・
学
校
自
由
参
観 （
11
月
４
日
～
７
日
）

・
校
内
す
も
う
大
会　

   （
11
月
５
日
）

・
学
習
発
表
会　
　
（
11
月
８
日
）

・
第
２
回
学
校
評
議
員
会
（
11
月
11
日
）

・
老
人
会
と
の
交
流
活
動
・
交
流
給
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
11
月
18
日
）

・
地
域
合
同
避
難
訓
練　
（
11
月
18
日
）

●
茎
南
小
学
校
（
☎
㉖
７
６
３
１
）

・
学
校
自
由
参
観
（
11
月
４
日
～
７
日
）

・
昔
の
遊
び
（
１
～
３
年
）・
し
め
縄

作
り
（
４
～
６
年
）　
（
11
月
８
日
）

●
花
峰
小
学
校
（
☎
㉖
６
４
３
０
）

・
花
峰
の
教
育
週
間
・
学
校
自
由
参
観

　
　
　
　

   （
11
月
４
日
・
６
～
７
日
）

・
創
立
記
念
集
会
・
学
習
発
表
会　
　

   

　
　
　
　
　

  　
　

     （
11
月
８
日
）

●
西
野
小
学
校
（
☎
㉖
６
２
５
５
）

・
御
崎
神
社
大
祭
：
棒
踊
り
奉
納
（
11
月
２
日
）

・
学
校
自
由
参
観
日
（
11
月
４
～
５
日
）

・
学
校
評
議
員
会
・
民
生
委
員
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
４
日
）

・
心
の
教
育
の
日
（
全
学
年
道
徳
授

業
参
観
）　　
　
　
　
（
11
月
５
日
）

・
西
野
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル （
11
月
８
日
）

●
大
川
小
学
校
（
☎
㉖
０
５
５
６
）

・
食
に
関
す
る
指
導   　

   （
11
月
５
日
）

・
家
庭
教
育
学
級
（
文
化
財
研
修
） 　

　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
11
月
６
日
）

・
校
内
読
書
週
間　

 　
（
11
月
10
日
～
）

●
島
間
小
学
校
（
☎
㉖
４
３
１
７
）

・
ア
ル
バ
ム
・
卒
業
文
集
展
示　
　
　

（
11
月
４
～
６
日
）

・
読
書
ま
つ
り　
　
　

    （
11
月
５
日
）

・
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　
　
　
　
　
　

   （
11
月
５
日
・
６
日
）

・
学
校
評
価
者
委
員
会
・
給
食
試
食
会

（
11
月
６
日
）

●
長
谷
小
学
校
（
☎
㉖
０
２
８
０
）

・
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
11
月
４
日
）

・
学
校
評
議
員
会　
　

    （
11
月
５
日
）

・
心
の
教
育
の
日
（
授
業
参
観
）

　
　
　
　
　
　

          　
（
11
月
６
日
）

・
長
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル   （
11
月
８
日
）

●
中
平
小
学
校
（
☎
㉖
０
２
９
１
）

・
学
校
自
由
参
観    （
11
月
４
～
６
日
）

・
学
習
成
果
発
表
日
（
昔
遊
び
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
11
月
５
日
）

・
学
校
評
議
員
会　

 　

   （
11
月
11
日
）

●
南
種
子
中
学
校
（
☎
㉖
２
３
５
５
）

・
学
習
発
表
会　
　
　
（
10
月
24
日
）

・
町
音
楽
発
表
会　
　
（
10
月
30
日
）

・
学
校
へ
お
じ
ゃ
り
申
せ
週
間

　
　
　
（
10
月
24
日
～
10
月
30
日
）

・
農
業
体
験
学
習　
　
（
11
月
８
日
）

※
各
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Town Topics
試
験
米
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
！

　
令
和
７
年
８
月
５
日
（
火
）、
上
中
・

岡
田
直
人
さ
ん
の
水
田
に
て
、
有
機
米

栽
培
の
確
立
に
向
け
て
無
農
薬
・
無
化

学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
試
験
米
の
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
７
月
中

旬
以
降
の
長
雨
で
稲
刈
り
の
遅
れ
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
尽

力
に
よ
り
無
事
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
試
験
米
は
、
学
校
給
食

に
毎
月
２
回
提
供
予
定
で
、「
有
機
の
日
」

を
中
心
に
活
用
さ
れ
る
計
画
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
地
域
の
豊
か
な
食
材
を
届

け
る
取
り

組
み
は
、

今
年
も
引

き
続
き
進

め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、

学
校
給
食

で
の
「
ゆ
う
き
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
給
食
」

の
拡
充
を
目
指
し
、
町
で
は
今
後
も
有

機
農
業
研
修
会
を
実
施
中
で
す
。
今
年

度
も
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
根
菜
類
に
焦
点

を
当
て
、
来
年
２
月
以
降
の
給
食
提
供

を
目
標
に
、
生
産
技
術
の
向
上
や
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
協
議
会
は
、
農
作
物
が
畑
か
ら
生

産
さ
れ
、
食
卓
に
届
く
ま
で
の
過
程
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
有
機
農
業

を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
い
情
報
や

今
後
の
予
定
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
有
機
農
業
を
通
じ
た
町
の
未
来
づ

く
り
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
！

  M
IN

A
M

ITA
N

E　

O
R

G
A

N
IC

D
IG

南種子町有機農業推進協議会
（役場総合農政課内）
☎ 26-1111（内線 311）

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
２
０
２
５
に

向
け
て

　

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
２
０
２
５
が

11
月
８
日
（
土
）
～
11
月
24
日
（
月

祝
）
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
各
国
で

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん

の
ア
ー
ト
制
作
も
始
ま
り
、
町
内
で

そ
の
姿
を
見
る
機
会
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
ぜ
ひ
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
、
制
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ア
ー
ト
制
作

に
携
わ
れ
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
方

法
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト

で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
方
法
】

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
Ｓ

Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
種
子
島
宇
宙
芸
術

祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）』
よ
り
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

①
コ
ー
ド
：sattane 

②
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
：
氏
名
（
漢
字
フ
ル

ネ
ー
ム
） 

を
ご
入
力
く
だ
さ
い

③
最
初
に
必
ず
、
ノ
ー
ト
の
最
初
に
投

稿
し
て
あ
る
使
用
方
法
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

LINE オープンチャットLINE オープンチャット
「SAT Crew」「SAT Crew」

〈奥中章人作品：INTER-WORLD〉〈奥中章人作品：INTER-WORLD〉

〈千田泰広：Analemma 制作風景〉〈千田泰広：Analemma 制作風景〉
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南
種
子
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
お
問
い
合
わ
せ
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６
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１
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内
線
３
１
１
）

南種子町南種子町
有機農業推進協議会有機農業推進協議会
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◆
チ
ー
ム
　
オ
レ
ン
ジ
◆

◆
チ
ー
ム
　
オ
レ
ン
ジ
◆

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
受
講
し
た
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
が
、
お
住
ま
い
の
地

域
な
ど
で
認
知
症
の
方
と
そ
の
ご

家
族
と
と
も
に
活
動
し
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
す
る

チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。　
　

　

具
体
的
に
は
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
ご
家
族
の
悩
み
や
困
り
ご
と

に
寄
り
添
い
、
見
守
り
・
話
し
相

手
な
ど
を
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
に
繋
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、
南
種
子
町
に
も
初
め

て
の
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
「
サ
ロ
ン

大
宇
都
老
人
ク
ラ
ブ
親
和
会
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

親
和
会
の
皆
さ
ん
は
、
サ
ロ
ン

活
動
を
通
じ
て
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
条
件
を
満
た

し
て
お
り
、
今
回
、
南
種
子
町
に

お
け
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
第
一
号

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
和
会
の
皆
さ
ん
の
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
町

で
も
引
き
続
き
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
が
広
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

〈認定証授与の様子〉

　
ス
ト
レ
ス
の
対
処
方
法
に
は
ス
ト
レ

ス
コ
ー
ピ
ン
グ(
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に

対
処
す
る)

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の
種
類

《
問
題
焦
点
型
：
問
題
の
原
因
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
》

・
苦
手
な
人
が
い
る
場
合
は
で
き
る
だ

け
距
離
を
置
く

・
部
屋
が
暑
い
と
感
じ
た
な
ら
、
薄
着

に
し
た
り
冷
房
を
つ
け
た
り
す
る

《
社
会
的
支
援
探
索
型
》

・
ス
ト
レ
ス
の
も
と
と
な
る
出
来
事
を

身
近
な
人
に
相
談

・
勉
強
で
苦
手
な
箇
所
を
分
か
る
人
に

教
え
て
も
ら
う

《
情
動
焦
点
型
：
自
分
の
感
情
を
整
理

す
る
こ
と
を
重
視
す
る
方
法
》

・
愚
痴
を
家
族
や
友
達
に
聞
い
て
も
ら
う

《
認
知
的
再
評
価
型
》

・
と
ら
え
方
の
角
度
を
変
え
る
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
考
え
る

・
厳
し
い
意
見
や
批
判
を
期
待
の
言
葉

だ
と
受
け
止
め
る

《
気
晴
ら
し
型
》

・
趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
み
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

・
好
き
な
食
事
を
摂
る

《
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
型
》

・
ヨ
ガ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ア
ロ
マ
な
ど

■
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
リ
ス
ト

　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
や
気
分
が

す
ぐ
れ
な
い
と
き
、
自
身
の
対
処
法
を

リ
ス
ト
化
し
た
も
の
。
自
分
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
役
立
つ
と
思
う
も
の
や
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
る
も

の
を
で
き
る
だ
け
細
か
く
、
ひ
た
す
ら

書
き
出
し
て
み
る
。
例
え
ば
、
ぼ
ー
っ

と
海
を
眺
め
る
。
食
べ
た
い
も
の
を
食

べ
る
。
ま
わ
り
道
を
し
て
帰
る
。
爪
を

切
る
。
枕
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。
ひ
た
す

ら
寝
る
。
ド
ラ
マ
を
観
る
。
新
商
品
を

買
う
。
友
達
と
電
話
す
る
。「
こ
ん
な

日
も
あ
る
」
と
つ
ぶ
や
く
。
宝
く
じ
が

当
た
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
な
ど
。
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
、
自
分
で
つ

く
っ
て
み
た
リ
ス
ト
を
使
っ
て
気
持
ち

を
す
っ
き
り
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

文
責
：

　
せ
い
ざ
ん
病
院　
精
神
保
健
福
祉
士

　
　
　
　
　
　
　
　
池
村　
多
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉘
３
３
３
１

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を

　

ど
う
対
処
し
て
ま
す
か
？

  
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

☎
㉘
３
６
３
３
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
の

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
の

                    
                    

打
上
げ
に
つ
い
て　

打
上
げ
に
つ
い
て　

  

新
型
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

新
型
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機
１
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
）
を
搭
載

機
１
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
１
）
を
搭
載

し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
は
、
種
子

し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
は
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
か
ら
次
の
と
お
り
打
上
げ
予
定
で

場
か
ら
次
の
と
お
り
打
上
げ
予
定
で

す
。
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時
（
日
本
標
準
時
）

〇
打
上
げ
予
定
日
時
（
日
本
標
準
時
）

　
　
　
　
1010
月月
2121
日
（
火
）

日
（
火
）

　
　
　
　
午
前

　
　
　
　
午
前
1010
時時
5858
分
頃
分
頃

〇
打
上
げ
予
備
期
間

〇
打
上
げ
予
備
期
間

　
　
　
　
1010
月月
2222
日（
水
）～

日（
水
）～
1111
月月
3030
日（
日
）

日（
日
）

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
幅
広
い
打
ち
上
げ

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
幅
広
い
打
ち
上
げ

能
力
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
固
体
ロ

能
力
要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
固
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
「
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
」

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
「
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
」

の
本
数
や
、
第
１
段
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン

の
本
数
や
、
第
１
段
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン

「
Ｌ
Ｅ
‐
９
」
の
基
数
、
衛
星
フ
ェ
ア

「
Ｌ
Ｅ
‐
９
」
の
基
数
、
衛
星
フ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
種
類
を
選
択
で
き
る
設
計
に

リ
ン
グ
の
種
類
を
選
択
で
き
る
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
打
ち
上
げ
ら
れ

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
打
ち
上
げ
ら
れ

る
７
号
機
は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
初
め

る
７
号
機
は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
初
め

て
と
な
る
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
が
４
本
、
Ｌ
Ｅ

て
と
な
る
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
が
４
本
、
Ｌ
Ｅ

‐
９
が
２
基
の
、
最
も
打
上
げ
能
力
の

‐
９
が
２
基
の
、
最
も
打
上
げ
能
力
の

大
き
い
「

大
き
い
「
2424
形
態
」
で
す
。
さ
ら
に
衛

形
態
」
で
す
。
さ
ら
に
衛

星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
「
Ｗ
型
」
と
呼
ば

星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
「
Ｗ
型
」
と
呼
ば

れ
る
新
開
発
の
も
の
で
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ

れ
る
新
開
発
の
も
の
で
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ

の
大
き
さ
に
対
応
す
る
ワ
イ
ド
仕
様
と

の
大
き
さ
に
対
応
す
る
ワ
イ
ド
仕
様
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

　
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の
物
資
輸
送
を

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の
物
資
輸
送
を

担
っ
て
き
た
こ
う
の
と
り
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）

担
っ
て
き
た
こ
う
の
と
り
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）

の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
型
の

の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
型
の

補
給
機
で
、
従
来
の
こ
う
の
と
り
の
優

補
給
機
で
、
従
来
の
こ
う
の
と
り
の
優

位
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
輸
送
能
力
や

位
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
輸
送
能
力
や

運
用
性
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
将
来
の

運
用
性
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
将
来
の

様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
可
能
な
シ

様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
可
能
な
シ

ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

ス
テ
ム
を
備
え
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
１
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
離
脱
後
約
３

Ｘ
１
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
の
離
脱
後
約
３

か
月
を
か
け
て
３
つ
の
技
術
実
証
ミ
ッ

か
月
を
か
け
て
３
つ
の
技
術
実
証
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
Ｈ
３

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
と
あ
わ
せ
今
後
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

ロ
ケ
ッ
ト
と
あ
わ
せ
今
後
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
の
活
躍
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

Ｘ
の
活
躍
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　　
ま
た
、
今
回
打
上
げ
の
順
番
が
入
れ

ま
た
、
今
回
打
上
げ
の
順
番
が
入
れ

替
わ
り
、
６
号
機
よ
り
も
先
に
７
号
機

替
わ
り
、
６
号
機
よ
り
も
先
に
７
号
機

が
打
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

が
打
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
号
機
の
打
上
げ
予
定
な
ど
に
つ
い
て

６
号
機
の
打
上
げ
予
定
な
ど
に
つ
い
て

は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
時
の
お
願
い

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
時
の
お
願
い

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
後
に
白
色
粉
の
降

下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町
の
防
災

行
政
無
線
（
打
上
げ
日
の
前
日
お
よ
び

当
日
）
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

白
色
粉
そ
の
も
の
は
無
害
で
す
が
、
で

き
る
限
り
車
は
車
庫
に
入
れ
、
洗
濯
物

は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
や
洗
濯
物

な
ど
に
付
着
し
て
も
水
で
洗
い
流
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加
あ
り

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　　
８
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）、
11

日
（
月
・
祝
）
の
３
日
間
、
宇
宙
科

学
技
術
館
に
お
い
て
「
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
『
ひ
か
る
？
き
え
る
？
紫
外
線

で
実
験
‼
』」
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏

休
み
期
間
中
の
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
夏
に
な
る
と
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
紫
外
線
は
、
太
陽
か
ら
の
光
の
一

つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
「
見
え
る
光
」「
見

え
な
い
光
」に
つ
い
て
学
習
し
な
が
ら
、

洗
剤
を
使
っ
て
描
い
た
絵
に
紫
外
線
を

あ
て
る
「
浮
か
び
上
が
る
絵
」、
シ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル
内
に
隠
さ
れ
た
光
る
も
の

を
探
し
出
す
「
紫
外
線
ラ
イ
ト
で
宝
探

し
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
今
後
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。　

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は９月２日現在）

サイエンスショーの様子

HTV ‐ X1 × H3 ロケット
7 号機特設サイトはこちらから↑
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レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
写
る
も
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
写
る
も
の

　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
　
診
療
放
射
線
技
師　
井
上　
史
央
里

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
、
骨
な
ど
の
密
度
の

高
い
物
質
は
白
く
、
肺
な
ど
の
密
度
が
低

い
も
の
は
黒
く
写
り
ま
す
。
金
属
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
も
、
高
密
度
で
あ
り
白
く

写
る
た
め
、
私
た
ち
は
検
査
前
に
ボ
タ
ン

や
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
が
な
い
か
お
声
掛
け

し
て
い
ま
す
。
異
物
が
写
る
と
病
変
と
間

違
え
た
り
、
病
変
と
重
な
っ
て
隠
れ
て
し

ま
い
、
正
し
い
診
断
が
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
部
位
ご
と
に
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
検
査
時
に
写
っ
て
し
ま
う
も
の
を
挙
げ

る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
頭
頚
部：ヘ
ア
ピ
ン
、ピ
ア
ス
、メ
ガ
ネ
、

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
補
聴
器
な
ど

◆
胸
部：ボ
タ
ン
、ネ
ッ
ク
レ
ス
、カ
イ
ロ
、

エ
レ
キ
バ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
、
調
節
具
の

つ
い
た
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
、
ビ
ー
ズ
や
ラ
イ

ン
ス
ト
ー
ン
の
つ
い
た
服
、
厚
手
の
プ
リ

ン
ト
が
さ
れ
た
服
な
ど

◆
腹
部
：カ
イ
ロ
、エ
レ
キ
バ
ン
、コ
ル
セ
ッ

ト
、
ベ
ル
ト
、
ズ
ボ
ン
の
チ
ャ
ッ
ク
な
ど

◆
四
肢
：
腕
時
計
、
指
輪
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
な
ど

　
実
際
に
、
胸
部
の
撮
影
時
に
磁
気
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
外
し
忘
れ
て
撮
影
し
て
し
ま
っ

た
画
像
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
も
の
が
観
察
し
た
い
部
分

と
重
な
る
と
、
診
断
の
妨
げ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
適
正
な
検
査
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
受
診
者
の
み
な
さ
ま
も
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
着
用
し
て
い
る
も
の
が

付
け
て
い
て
大
丈
夫
な
も
の
か
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
お
気
軽
に
放
射
線
技
師
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【10 月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 鹿大派遣医師
3 日・17 日

内科 藤田
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科　 ６日～７日
20 日～21日

○毎週
鹿大 耳鼻咽喉科

整形外科
リウマチ科

精神科

○毎週
整形医師

物忘れ
ストレスケア外来

（15 日）

リウマチ科
（２日・16 日）

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 鹿大派遣医師
3 日・17 日

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科 ６日～７日
20 日～21日

〇毎週
鹿大 耳鼻咽喉科

整形外科
リウマチ科

精神科

物忘れ
ストレスケア外来

（15 日）

リウマチ科
（２日・16 日）

午  前

午  後

※ 10/ ５（日）は当番医
※ 火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。
※ 夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。
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８
月
31
日
（
日
）、広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
て
、
開
館
10
周
年
を
記
念
す

る
式
典
と
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
関
係

者
や
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
小
園
裕
康
町
長
の
式
辞

を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆
さ
ま
よ
り
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、

文
化
庁
勤
務
時
に
広
田
遺
跡
の
調
査
及

び
国
指
定
に
対
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
現

在
は
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
長
の

禰
冝
田
佳
男
（
ね
ぎ
た
よ
し
お
）
先
生

に
、
考
古
学
の
最
新
の
研
究
成
果
か
ら

分
か
っ
た
広
田
遺
跡
の
魅
力
に
つ
い
て

紐
解
い
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
広

田
遺
跡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、
里

帰
り
し
た
出
土
品
の
解
説
な
ど
を
行

い
、
来
場
し
た
人
た
ち
は
、
解
説
に
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

着
衣
水
泳
を
行
い
ま
し
た

　
７
月
15
日
（
火
）
午
前
中
に
島
間

小
学
校
、
午
後
か
ら
長
谷
小
学
校
の

両
校
に
お
い
て
着
衣
水
泳
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
校
と
も
に
全

校
生
徒
が
参
加
し
、
当
日
は
種
子
島

海
上
保
安
署
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
海
難
事
故
か
ら
の
命
を
守

る
た
め
の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
離
岸
流
の
体
験
、
そ
の
ま

ま
浮
く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て

浮
く
、
紐
を
つ
け
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
救
助
を
す

る
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
正
し
い

救
助
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈禰冝田佳男先生による記念講演〉

離岸流体験で、実際の離岸流
の力強さを実感（島間小学校）

何も使わずそのまま水に浮く
体験（長谷小学校）

ペットボトルを使って水に浮
く体験（長谷小学校）

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開

館
10
周
年
記
念
式
典
・
記
念

講
演
会

〈里帰りした出土品の解説〉
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納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を
!!!!

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
方
に
対
し
て
、
電
話
・
書
面
・

面
談
に
よ
り
早
期
納
付
の
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合
、

納
付
を
催
促
す
る
文
書
（
督
促
状
）

を
送
付
し
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま

で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞

金
を
課
す
だ
け
で
は
な
く
、
納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
猶
予
や
免
除
な
ど
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
早
め
に
相
談
・
申
請
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
５
３
１
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
「
２
」
↓
「
２
」）

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
に
つ
い
て
の
移
動
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
の
請
求
や
将
来
の
受
給

額
、
記
録
の
確
認
や
修
正
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
全
て
の
こ
と
に
つ

い
て
、
専
門
職
員
に
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
は
必
要
書
類
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時　
11
月
５
日
（
水
）

■ 

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
１
階
東
側
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
福
祉
年
金
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
２
）

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～
　 

☎
㉖
６
６
９
０

★★
さ
が
し
て
い
ま
す

さ
が
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　

南
種
子
町
の
資
料

　
　
　
　
　

南
種
子
町
の
資
料

　

町
立
図
書
館
で
は
、「
郷
土
に
関
す
る

資
料
の
寄
贈
・
寄
託
」
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
学
校
で
発
行
さ
れ
た
文
集

や
、
開
校
・
閉
校
記
念
誌
な
ど
、
一
般

的
な
本
で
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
校
で
制
作
さ
れ
る
資
料
に
は
、
制

作
当
時
の
地
域
の
写
真
な
ど
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
昔
の
南
種
子
町
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
町

の
財
産
と
し
て
、
後
世
に
残
し
て
お
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
資
料
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町
立
図
書
館
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

★
２
０
２
５　

読
書
週
間　
　

★
２
０
２
５　

読
書
週
間　
　

　　
「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、

「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、

　
　
　
　
　
　

深
呼
吸
。」

　
　
　
　
　
　

深
呼
吸
。」

　　

10
月
27
日
（
月
）
か
ら
、
11
月
９
日

（
日
）
ま
で
の
約
２
週
間
は
「
読
書
週
間
」

で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
手
に
し
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が
高

速
で
行
き
交
う
現
代
。
そ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
紙
の
本
を
手
に
と
っ
て
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
、
読
書
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

き
っ
と
、
こ
こ
ろ
も
あ
た
ま
も
、
深

呼
吸
し
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
分
に
な

れ
る
で
し
ょ
う
。

　

図
書
館
で
も
関
連
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

移
動
巡
回
相
談
の
開
催
に

移
動
巡
回
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

つ
い
て
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弥
生
時
代
の
終
わ
り
頃
、
ゴ

ホ
ウ
ラ
や
イ
モ
ガ
イ
な
ど
の
奄

美
・
沖
縄
諸
島
の
海
で
し
か
採

れ
な
い
大
型
の
巻
貝
を
手
に
入

れ
る
た
め
、
広
田
人
は
、
奄
美
・

沖
縄
諸
島
に
丸
木
舟
な
ど
を
も

ち
い
て
交
易
に
出
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
手
に
入
れ
た
貝
で

腕
輪
や
首
飾
り
、
頭
飾
り
、
腕

飾
り
、
耳
飾
り
な
ど
を
つ
く
り
、

そ
れ
ら
を
美
し
く
組
み
合
わ
せ

て
華
や
か
に
装
い
、
日
々
の
生

活
を
送
り
ま
し
た
。

　
広
田
人
が
つ
く
り
身
に
つ
け

て
い
た
貝
製
装
身
具
は
、
当
時

の
貝
文
化
の
流
行
の
最
先
端
を

い
く
も
の
で
、
九
州
の
古
墳
時

代
人
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
腕
輪
の
デ
ザ

イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
広
田
人
は
、
貝
文
化
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

貝
を
身
に
着
け
る
広
田
人

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

髙
た か だ

田　穂
ほ の か

華ちゃん
令和 3 年 10 月 22 日生まれ
充昭さん・明華さんの女の子（下中）

プリンセスに憧れるやんちゃ Girl ！『アタシが
する！』が口癖で、生まれたばかりの弟を溺愛
したり嫉妬したり大忙し。最近覚えた言葉は『ご
あんぜんに～』兄弟 5 人、仲良くスクスク大き
くなぁれ♡

ご家族からひとこと

片
  かたいた

板　維
  いぶき

吹くん
令和 3 年 10 月 12 日生まれ
祐太さん・沙希さんの男の子（上中）

歌と踊ることが大好き。いつもふざけてばかり

のひょうきんな維吹。維吹の笑顔が大好きだよ。

これからもたくさん笑って、兄妹仲良く元気

いっぱい過ごそうね。

～
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周
年
記
念
～

　

令
和
７
年
度
は
、
広
田
遺
跡
・
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

【D Ⅱ地区４号人骨】▶
こ の 人 骨 は 11 ～ 12 歳
くらいの子どもですが、
小形ツノガイ玉（40 点）
に青色のガラス玉１点、
赤色の石製管玉１点を
組 み 合 わ せ た 頭 飾 り、
両耳には竜佩形貝垂飾

（各１点）の耳飾り、イ
モガイ玉（1950 点）の
首飾りなどを身に着け
ていました。
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

有
馬
　
泰
二
（
母
・
泰
子
）

向
井
　
隆
博
（
母
・
フ
ク
）

島
﨑
　
美
知
子
（
母
・
中
島
ア
ツ
）

山
田
　
久
美
（
母
・
ミ
チ
ル
）

髙
橋
　
憲
子
（
夫
・
基
）

河
野
　
由
美
子
（
夫
・
文
夫
）

前
田
　
シ
ゲ
（
夫
・
稔
）

岩
元
　
ミ
チ
ヱ
（
夫
・
一
郎
）

（　）は前月比

人の動き　8月31日現在
総人口（ 人 ） 5,104（－ 21）

男（ 人 ） 2,580（－ 12）
女（ 人 ） 2,524（－ 9）

世帯数（ 戸 ） 2,867（－ 9）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

８月 0 件 25 件
累 計 2 件 196 件

※累計は令和 7 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所
9 木 特設人権相談・行政相談 10：00～12：00　研修センター2階西側会議室 21 火 H3ロケット7号機打上げ 10：58頃　種子島宇宙センター
11 土 鉄砲伝来記念式典  門倉岬 25 土 遠藤彰弘サッカースクール 健康公園多目的広場
12 日 第69回町民大運動会  8：30～　前之峯陸上競技場 26 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係
15 水 町小学校陸上記録会  9：10～　前之峯陸上競技場 30 木 町音楽発表会 9：20～　南種子中学校
18 土 青少年育成の日
19 日 家庭の日

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　9月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 3（＋ 2） 1（＋ 1） 2（＋ 1）
中種子町 2（－ 4） 0（－ 1） 4（－ 1）
西之表市 4（－ 1） 1（＋ 1） 4（－ 1）

計 9（－ 3） 2（＋ 1）10（－ 1）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
8
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
8
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

12 種子島医療センター 西之表市 22-0960
13 種子島医療センター 西之表市 22-0960
19 中種子クリニック 中種子町 27-3222
26 種子島医療センター 西之表市 22-0960

10 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　
　
　
　  

　  （
年
齢
）　 

　（
地
区
）

園
田
　
功
　
　
　
　
73
　
　
　
上
中

髙
橋
　
基
　
　
　
　
92
　
　
　
西
之

中
島
　
ア
ツ
　
　
　
94
　
　
　
茎
永

山
田
　
ミ
チ
ル
　
　
89
　
　
　
平
山

河
野
　
文
夫
　
　
　
66
　
　
　
上
中

前
田
　
稔
　
　
　
　
87
　
　
　
長
谷

岩
元
　
一
郎
　
　
　
93
　
　
　
島
間

松
田
　
哲
𠮷
　
　
　
70
　
　
　
上
中

寺
田
　
ミ
ツ
　
　
　
94
　
　
　
上
中

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
5 種子島石油（株）　南種子給油所
12 （有）船川石油店　南種子給油所
19 （有）永松産業　南種子給油所
26 （株）GLOBAL THINK南種子給油センター

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

10
月
31
日
（
金
）
は

・
町
県
民
税
第
３
期

・
固
定
資
産
税
第
３
期

・
介
護
保
険
料
第
４
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保

    

険
料
第
４
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

（
氏
名
） 

　
　 

　       

（
保
護
者
） 

　   

　   

　（
地
区
）

髙た
か
だ田

　
亮り
ょ
う
た太

　（
充
昭
・
明
華
）　   

　
下
中

住す
み
よ
し吉

　
茉ま
つ
り璃

　（
風
遊
馬
・
璃
桜
）　
　
長
谷

う
ぶ
ご
え

ご
結
婚

山
田　

大
陽　
　
　

島
間

松
下　

愛
理　
　
　

島
間

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）



種
子
中
学
校
の
学
級
編
制
に
お
い

て
、
あ
と
二
、三
人
増
え
る
こ
と

に
よ
り
学
級
が
二
ク
ラ
ス
に
な
れ

る
可
能
性
を
つ
く
り
、
教
職
員
増

を
目
指
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

里
親
留
学
に
つ
い
て
ご
関
心
の

あ
る
方
、
学
校
と
一
緒
に
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
に
関
わ
り
た
い

方
な
ど
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
委
嘱
期
間

　

原
則
１
年
間
（
教
育
委
員
会
が

委
嘱
し
ま
す
）

■
委
託
料
（
受
け
入
れ
人
数
）

　

留
学
生
１
人　

月
10
万
円
（
２

人
ま
で
）

　

※
町
補
助
５
万
円
・
実
親
負
担

５
万
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

・
町
内
各
小
・
中
学
校

　

・
町
教
育
委
員
会
管
理
課

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
ね

み
な
み
た
ね

広
報
広
報

1010

広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

　

本
町
の
山
村
留
学
制
度
で
あ
る

「
宇
宙
留
学
」
は
、
平
成
８
年
度

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
度
は

31
期
目
を
迎
え
る
歴
史
の
あ
る
制

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
里
親
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
家
族
留
学
と
合
わ
せ
て
年
々

充
実
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

例
年
、
多
く
の
里
親
宇
宙
留
学

生
が
応
募
し
ま
す
が
、
里
親
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
減
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
町
宇
宙
留
学

連
絡
協
議
会
で
は
、
令
和
８
年
度

の
宇
宙
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
里
親
を
、
本
年
度
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
７
校
区
（
茎
南
小
、

西
野
小
、
大
川
小
、
島
間
小
、
平

山
小
、花
峰
小
、長
谷
小
）
に
加
え
、

「
中
平
小
校
区
」
に
も
広
げ
て
募

集
し
ま
す
。

　

募
集
を
「
中
平
小
校
区
」
ま
で

広
げ
る
こ
と
で
、
中
平
小
や
南

研修センター壁面
有料広告募集中‼
■広告月額
　１枠　10,000 円 / 月
■掲載場所
　研修センター屋外壁面

※看板はご自身で準備し
ていただきます。

■申込締め切り
　掲載月の前月５日まで

※詳しくは問い合わせください。
■問い合わせ先
　役場企画課　情報政策係
　☎㉖１１１１（内線１７２）

宇
宙
留
学
里
親
募
集
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